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せたがや防災NPOアクションせたがや防災NPOアクション

区内のＮＰＯ団体が、平時より顔の見える関係を築くととも
に、発災時においてＮＰＯ団体同士の連携が図られるよう、
ネットワーク化することを目的に、2014年5月に発足しました。
ひっ迫する首都直下地震、激甚化する台風に備え、地域のみな

さまとともに、私たちのまちを、災害に強い世田谷をめざし、
一緒に活動する仲間を増やしていきたいと考えています。

○活動テーマごとの分科会の実施－運営

○全体会の企画・立案・実施

○訓練（図上演習、情報連絡訓練）の実施

○区内・区外の支援団体との関係づくり

○防災塾、イベント・訓練等、地域の方との連携関係づくり

○４者（区、社協、ボラ協、NPO）による連携体制への協力
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せたがや防災NPOアクション

〇在宅避難と避難所の違い。

〇在宅避難をするための備え。

〇避難所運営の課題

〇避難所から被災生活者支援拠点へ。

せたがや防災NPOアクション
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せたがや防災NPOアクション皆さんにとっての避難所のイメージ
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せたがや防災NPOアクション皆さんにとっての避難所のイメージ
ここで皆さんに質問です。

この、石巻市立門脇中学校は、市内の高台にあります。

海沿いの方々が多く避難されていますが、学校周辺の方はほとんどいません。

【どうしてでしょうか？】

門脇中学校 門脇中学校
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せたがや防災NPOアクション皆さんにとっての避難所のイメージ
停電、断水していたとしても、

「津波で家が流されていない方は、在宅での避難生活を選択しています」

みなさんは、家が無事でも、この写真のような体育館でも、

避難所に入れてくれと言いますか？
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せたがや防災NPOアクション皆さんにとっての空地のイメージ
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せたがや防災NPOアクション皆さんにとっての避難所のイメージ

1995年 阪神大震災

○避難人数（ピーク時）: 316,678人
住家被害 : 全壊104,906棟、半壊144,274棟

全半壊合計249,180棟（約46万世帯）、一部損壊390,506棟

＊震災直前の1995年（平成7年）1月1日の神戸市の推計人口

152万0365人

＊一部損壊（＋半壊世帯の一部）→どこで避難生活？
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せたがや防災NPOアクション

『避難行動』と『避難生活』

この違いを意識しましょう！

【地震の場合】

家の周りはどうなっているの？・・・一時集合場所

火事が起きて延焼が始まっている！・・・広域避難場所

自宅が壊れて生活できない！・・・公設避難所

どこで『避難生活』を送りますか？

自宅 or 避難所 or ？？？

ここまでが『避難行動』
ここからが『避難生活』
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せたがや防災NPOアクション在宅避難か避難所かの判断は？

【ライフラインの途絶】

▽電力：3日目ぐらいから徐々に復旧、直後の不通より、計画停電の可能性が負荷大

エレベーターの再稼働確認は長期化

▽ガス：3日目ぐらいから徐々に復旧、ただしブロックごとに長期化の可能性

▽上水道：3日目くらいから徐々に復旧、ただし本管被害の場合長期化（1か月近く）

▽下水道：水道復旧してもトイレ使用不可は続く、特に集合住宅は時間がかかる。

※以上のことから、3日目～1週間ごろが最も避難所避難者、分散避難者が増えると
想定される

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/

torikumi/1000902/1021571.html

首都直下地震 東京都 被害想定

現在位置：  トップページ > 東京都の取組・対応
 > 東京都の取組 > 地震被害想定
 > 首都直下地震等による東京の被害想定

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000902/1021571.html
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000902/1021571.html
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せたがや防災NPOアクション在宅避難か避難所かの判断は？

【生活環境の課題】

▽災害関連死の可能性：阪神 919人（6,437人中）

 東日本3,767人（22,303人中）

 熊本 223人（273人中）
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せたがや防災NPOアクション在宅避難か避難所かの判断は？

【家屋の安全性】

▽応急危険度判定：赤紙（危険）、黄紙（要注意）、緑紙（調査済）
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せたがや防災NPOアクション応急危険度判定とは
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せたがや防災NPOアクション応急危険度判定とは
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せたがや防災NPOアクション応急危険度判定とは
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せたがや防災NPOアクション応急危険度判定とは
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せたがや防災NPOアクション応急危険度判定とは
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せたがや防災NPOアクション応急危険度判定とは
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せたがや防災NPOアクション応急危険度判定とは
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せたがや防災NPOアクション在宅避難のメリット、デメリット

メリット（⇔避難所デメリット） デメリット（⇔避難所メリット）

・プライバシーが守られる。

・ペットも一緒にいられる。

・感染症リスクが低い。

・犯罪に巻き込まれにくい。

・ストレスがたまらない。

・日常を取り戻しやすい。

・・・など

・情報を取りにいかなければならない。

・物資を取りにいかなければならない。

・いざというときに協力できる人がいない。

・相談できる人がいない。

・孤立、孤独

・余震、二次被害に対する不安感の増大

・・・など

【在宅避難と避難所避難は表裏一体】
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せたがや防災NPOアクション

〇在宅避難と避難所の違い。

〇在宅避難をするための備え。

〇避難所運営の課題

〇避難所から被災生活者支援拠点へ。

せたがや防災NPOアクション
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せたがや防災NPOアクション家庭で必要な、実践的な備蓄物品とは？

【フェーズフリー】

災害と日常生活という局面の垣根を取り払い、つまり「フリー」にして、どちら
の局面でも役立つものをつくっていこうという考え方です。

防災用品のほとんどは、普段は仕舞っていて、非常時のみに取り出して使うもの
です。

フェーズフリー品は日常時のいつもの生活で便利に活用できるのはもちろん、 非
常時のもしもの際にも役立つ商品・サービス・アイデアです。

例えば

・かまどベンチ

・鞄になるジャケット

・バッテリー式自動車

・目盛付き紙コップ

・動物と津波の速さを比較する算数

・などなどなど。。。
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せたがや防災NPOアクション家庭で必要な、実践的な備蓄物品とは？

【家庭内備蓄の確認→ローリングストック】
【ローリングストック】

▼水→飲料水

▼甘味

▼ご褒美的な物も

例：高級缶詰、スイーツ缶など

【卓上ガスコンロ、燃料】

ボンベ7年、コンロ10年

【アイラップ】

耐熱120℃、耐冷ｰ30℃

※油ものNG
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せたがや防災NPOアクション家庭で必要な、実践的な備蓄物品とは？

【避難生活の質を意識して】
【栄養バランス】

▼ビタミン剤、サプリメント、栄養補助食品

▼乾燥野菜

【トイレ】

▼においの漏れない袋

【情報ツールの維持】

▼モバイルバッテリー

【衛生】

▼消毒薬はノロウィルスに効くタイプ。

▼清拭用のシート。

▼下着、靴下の替えは多めに。
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せたがや防災NPOアクション家庭で必要な、実践的な備蓄物品とは？

【選択肢を持つこと】

【在宅避難と分散避難】

「自主避難」・・・指定避難所以外の場所（自治会館、サロン場所、名主・庄屋）

「縁故避難」・・・友人、知人、親戚（短期が前提、風呂の貸し借りだけでも）

「疎開避難」・・・友人、知人、親戚（拠点を移すくらい長期を視野）

「車中避難」・・・場所選び含めて時限的、不活発病に注意

「庭先避難」・・・自宅敷地が広い場合の小屋、シェルターとして。
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せたがや防災NPOアクション支援物資の流れや仕組みと不安の解消

【避難所にいないと物資がもらえないのでは？】
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せたがや防災NPOアクション支援物資の流れや仕組みと不安の解消

【情報収集、困りごと相談は、避難所へ】

【まちセンとつながれる】

▼特に、初動期においては「区」→「まちセン」→「避難所」に情報が下りる。

▼紙ベース→掲示板掲載が主な形

▼避難所に「スマホ充電ステーション」設置

▼災害用電話設置

▼サテライト設置（災害ＶＣ出先機関＝ボランティア依頼先）

▼医療、福祉の相談窓口設置（可能性大）

【在宅避難が心配な要支援者こそ避難所避難】

▼医療、介護、福祉サポートが必要な方の集中サポート←関連死防止活動

▼安否確認ルートの依頼（まちセン〈拠点隊〉集約作業）←関連死防止活動
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せたがや防災NPOアクション
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せたがや防災NPOアクション支援物資の流れや仕組みと不安の解消
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せたがや防災NPOアクション支援物資の流れや仕組みと不安の解消
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せたがや防災NPOアクション支援物資の流れや仕組みと不安の解消

【給水拠点】
▼都は、震災時の飲料水等を確保するため、居

住場所からおおむね半径２km の距離内に

１箇所の災害時給水ステーション（給水拠点）

を整備している。

▼区は震災時の飲料水等を確保するため、区立

小中学校等に応急給水資器材等を設置している。

▼災害時給水ステーション（給水拠点）が遠い

地域等については、区が確保している受水槽、

消火栓及び避難所応急給水栓等の施設を活用す

るなど、多面的な飲料水の確保に向けて必要

な取組みを行う。 
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せたがや防災NPOアクション支援物資の流れや仕組みと不安の解消
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せたがや防災NPOアクション支援物資の流れや仕組みと不安の解消
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せたがや防災NPOアクション

〇在宅避難と避難所の違い。

〇在宅避難をするための備え。

〇避難所運営の課題

〇避難所から被災生活者支援拠点へ。

せたがや防災NPOアクション



©2023 せたがや防災NPOアクション 無断転載禁止

せたがや防災NPOアクション避難所に避難してきた人に在宅避難を促す方法

【看板を作成しよう】 避難されてきたみなさまへ

感染症予防（新型コロナ、インフルエンザ、ノロ）

とクラスター対策の一環として、
〇〇〇学校避難所では、火事で焼け
出された、家屋が倒壊した、自宅で
の避難生活が困難な方、や
やむを得ない事情がある方のみ、
受け入れいたします。
自宅が無事な方は全員「在宅避難」
生活をお願いいたします。

〇〇〇学校避難所運営委員会
委員長 世田谷 太郎

（例）
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せたがや防災NPOアクション避難所に避難してきた人に在宅避難を促す方法

【看板を作成しよう】

（例）

避難されてきたみなさまへ

この避難所は「〇〇〇学校避難所
委員会による「自治で運営」されま
す。
避難所のルールを順守いただき、

避難場所の移動や、運営支援の協力
といった、「避難生活」をともにす
るコミュニティーの一員として、
避難所運営にご協力ください。

〇〇〇学校避難所運営委員会
委員長 世田谷 太郎
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せたがや防災NPOアクション避難所に避難してきた人に在宅避難を促す方法

【看板を作成しよう】

（例）

帰宅困難者、駅前滞留者のみなさま

〇〇学校避難所は、地域住民に向
けて開設された避難所です。
帰宅困難者向け避難所は「××高

校、△△高校」です。
また、休憩や各種支援情報は「□

□区民センター」で提供されます。
その他、◇◇や▽▽が支援ステーシ
ョンとなっています。
受付で地図をお渡しします。
ご協力をお願いいたします。

〇〇〇学校避難所運営委員会
委員長 世田谷 太郎

▼行き方の「地図」や、案内

のビラなどを準備しておくと

よい。
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せたがや防災NPOアクション支援物資の配布やルール作りなどについて

【周辺状況と物資配布の基準、考え方】

時間軸 ライフライン、商店の状況 配布の考え方、物資の状況

第一段階
ライフライン途絶
商店やっていない

命をつなぐため
枯渇

第二段階
ライフライン一部回復
商店営業開始（車で買いに行ける距離）

買いに行ける人は買いに行く
だぶつき始める。偏る。

第三段階
ライフライン一部不通
商店営業開始（品薄）

生業妨害とのバランス、難しい
だぶつく。個別性が高まる。

第四段階
ライフライン回復
商店通常営業

福祉視点での配布
コミュニティーづくりに移行

▼プッシュ型支援・・・国が被災都道府県からの具体的な要請を待たずに、調達・緊急輸送。
＜基本8品目の例＞食料、大人用のおむつ、毛布、携帯トイレ・簡易トイレ、乳児用粉ミルク
又は乳児用液体ミルク、トイレットペーパー、乳児・小児用おむつ、生理用品
そのほか、避難所環境の整備に必要な物資、熱中症対策に不可欠な冷房機器、感染症対策に必
要なマスクや消毒液等
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せたがや防災NPOアクション【第一段階】
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せたがや防災NPOアクション【第一段階】
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せたがや防災NPOアクション【第二段階】
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せたがや防災NPOアクション【第二段階】
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せたがや防災NPOアクション【第三段階】
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せたがや防災NPOアクション【第四段階】

▼「まけないぞう」作り。

被災地NGO協働センターの取り組み。（写真）
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せたがや防災NPOアクション避難者をどのように運営に巻き込むか

発
災
直
後
～
48
時
間
程

初

動

期

開設準備

運営体制づくり

避難所の運営

開錠、受け入れ準備、ゾーニング

運営委員の設置トイレ、ゴミ、物資、
掲示等、担当の割り振り、会議体、

スタッフシフト

48
時
間
～
2
，3
週
間
～
そ
れ
以
降

展

開

期

→

安

定

期

行政との連絡体制、物資確保・配布、
情報発信、衛生管理、暑さ寒さ対策

など生活環境の改善

ニーズへの対応

避難所の安定化

避難所の統廃合

閉鎖に向けて

在宅避難者の支援、要配慮者支援、
女性、子供の支援
ペット対応、防犯

ルールの確立、自主運営組織に移
行、居場所づくり、相談体制づくり、
こころのケア、福祉サポート

仮住まいへの移行、避難所の引越

通常の学校運営

避難行動支援 救出救助、初期消火、一時受入 地域住民

避難所運営員会

※ここから、教職員の参画
かかわりの濃淡はあれど、学校
再開までの長距離伴走

まちセンと連携

災害VC、サテライト設置

ライフラインの確保・復旧

罹災証明等生活再建に向けた手続き

※学校再開へ準備本格化

長期避難所、仮設、住宅再建、（小口）
貸付制度、生活再建制度各種等

※自治組織に徐々に移行

※学校再開準備開始

時 期 状 況 動 き 主体・支援体制・学校の動き
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せたがや防災NPOアクション避難者をどのように運営に巻き込むか
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せたがや防災NPOアクション避難者をどのように運営に巻き込むか

（1）茫然自失期（災害直後）

・驚愕･恐怖体験のため無感覚、感情の欠如、茫然自失の状態となる。

・自分や家族・近隣の人々の命や財産を守るために、危険をかえりみず行動的と

なる人もいる。

（2）ハネムーン期

・劇的な災害の体験を共有し、くぐり抜けてきたことで、被災者同士が強い連帯感

で結ばれる。

・援助に希望を託しつつ、がれきや残骸を片づけ助け合う。被災地全体が暖かい

ムードに包まれる。

都立中部総合精神保健福祉センター HPより
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せたがや防災NPOアクション避難者をどのように運営に巻き込むか

（3）幻滅期

・災害直後の混乱がおさまり始め、復旧に入る頃

・被災者の忍耐が限界に達し、援助の遅れや行政の失策への不満が噴き出す。

・人々はやり場のない怒りにかられ、けんか等のトラブルも起こりやすくなる。

・飲酒問題も出現

・被災者は自分の生活の再建と個人的な問題の解決に追われるため、地域の連

帯感は失われる場合もある。

（4）再建期

・復旧が進み、生活の目処頃がたち始める頃

・被災地に「日常」が戻り始め、被災者も生活の建て直しへの勇気を得る。

・地域づくりに積極的に参加することで、生活の再建への自信が向上する。

・フラッシュバックは起こりえるが徐々に回復していく。

・ただし、復興から取り残されたり精神的支えを失った人には、ストレスの多い生

活が続く。 都立中部総合精神保健福祉センター HPより
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せたがや防災NPOアクション避難者をどのように運営に巻き込むか

【避難所運営マニュアルの見直し】がされました。

世田谷区 避難所運営マニュアル



©2023 せたがや防災NPOアクション 無断転載禁止

せたがや防災NPOアクション

〇在宅避難と避難所の違い。

〇在宅避難をするための備え。

〇避難所運営の課題

〇避難所から被災生活者支援拠点へ

せたがや防災NPOアクション
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せたがや防災NPOアクション

～避難場所から被災生活者支援拠点へ～

【耐震化、不燃化の促進】→ 避難しなくていい街づくり
→ 在宅避難によるストレスフリー

【特別なケアが必要な方】→ 避難所での集中対応が可能
→ 次善の在宅避難者サポート

※在宅避難の課題は
・・・孤立、情報弱者、支援の偏り、見落とし、食、初期医

療・治療の遅れ、肉体・精神的疲労．．．etc
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せたがや防災NPOアクション被災生活者支援拠点として

見えやすい困り事
・妊産婦、乳幼児・・・母子避難所の案内は？
・障害者、要介護者・・・福祉避難施設への移送は？人数は？
・持病のある方・・・診察可能な病院や処方薬の入手方法は？
・外国人・・・宗教上の課題は？相談窓口は？＝どこにつなぐ？

見えにくい困り事
・公的支援プログラム情報がわからない、罹災証明って？
・家の中の片づけは？
・子供を持つ世帯のどのくらいがアウェー育児か？
・食物アレルギー、アナフィラキシー既往症の方は？
・内疾患、精神疾患、普段は薬で対応できていた方は？
・装身具や介護器具等の不具合は？
・プライバシー保護、性犯罪防止、治安を守るためには？
・ジェンダーギャップやLGBT理解は？ ・・・etc
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せたがや防災NPOアクション被災生活者支援拠点を支援する

避難所・被災者支援拠点の運営にかかわる方々、外部支援

を頼ってください。

「誰が、何に困っているか」という個人情報はいりません。

「どんなことに困っている人が、何人くらい、いつまでにど

れだけ増え・減りそうか」というニーズ情報をください。

世田谷が被災したときの外部支援団体の窓口は

「せたがや防災NPOアクション」が担います。

拠点は、世田谷線山下駅隣接の「たまでんカフェ山下」
電話番号：03-5426-3737 FAX：03-5426-3738
（平時はFAX 専用、発災時は電話回線としても使用）
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